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馬
場
昏
之
助
著

「
ジ
ョ
ン
・

8
・
ミ
ル
L

行

十宰

健

馬
場
啓
之
助
民
著
「
ジ
ョ
ン
・

s
・
ミ
ル
」
の
書
評
K
常
り
、
最
初
叫

マ
u
v
z
E
・
ア
E
ノ
ル
ド
自
「
批
評
家
の
職
分
日
掛
象
を
賛
際
あ
る
が
ま

ま
に
摘
〈
と
と
に
あ
る
。
」
と
の
見
解
に
従
H
V
、
先
づ
馬
場
氏
が
如
何
に

占
ル
を
描
い
た
か
を
見
、
女
い
で
ど
れ
阻

E
忠
寅
に
ミ
ル

Mm
描
か
れ
て
品

る
か
を
考
察

L
工
ろ
と
し
た
が
、
同
害
拡
ミ
ル
に
』
い
て
の
忠
貨
な
要
約

主
見
ら
れ
る
故
、
要
約
を
夏
に
輔
介
す
る
の
は
v
h

漫
の
録
持
を
免
れ
な
い

と
息
V
、
か
か
る
部
分
は
ど
〈
概
要
に
止
め
、
馬
場
民
自

d
m
d
テ
ィ
一
ゲ
な

部
分
主
恩
凶
い
れ
る
、
コ
ン
ト
之
内
聞
備
を
中
る
立
ち
入
っ
て
相
介

L
、
女
い

可
で
ネ
ガ
テ
ィ

F
t
冒
と
し
て
中
心
鮎
白
あ
い
宜
寸
引
き
を
軍
司
上
げ
、
併
せ

て
ミ
ル
研
宮
に
朝
す
る
若
干
の
感
想
を
遮
ベ
る
ζ
I
C
K
し
た
。
「
現
代
紹
済

革
議
書
」
の
性
描
並
び
に
紙
数
の
制
限
を
考
へ
れ
ほ
無
理
な
註
文
と
思
は

れ
る
面
も
あ
ろ
A
J
到
、
比
円
相
介
丈
も
躍
な
る
消
費
に
あ
る
ず
し
て
、
生

産
た
ら
し
拍
ん
?
と
由
希
望
の
故
に
件
な
ら
な
い
。

「
ジ
ョ
シ
・
ス
チ
A

ア
1
ト
・
ミ
ル
は
柔
軟
世
感
受
性
を
も
っ
&
と
も
に

舘
健
な
凋
制
力
に
恵
ま
れ
た
。
か
か
る
思
想
需
の
生
混
と
仕
事
に
ヲ
い
て

解
説
す
る
に
つ
い
て
は
一
方
に
於
て
向
車
る
だ
け
庚
〈
時
代
目
勤
き
を
考

察
す
る
主
共
陀
、
他
方
医
於
て
伴
か
る
動
吉
田
中
か
ち
そ
の
濁
創
的
世
個

「
ジ
ョ
ン
・

s
・
ミ
ル
」

性
を
生
幸
生
き
正
博
明
上

b
せ
る
用
意
が
必
要
で
あ
る
戸
ミ
ル
に
謝
す
る

解
曹
は
庚
〈
い
っ
て
十
八
世
記
と
十
九
世
相
思
想
の
交
流
、
よ
り
限
定
的

陪
見
れ
ば
、
師
胆
済
事

'P』
舵
骨
皐
と
の
交
流
と
い
う
思
想
皐
且
の
開
題
を
中

心
主

L
て
『
問
題
史
的
立
場
』
か
ら
す
る
」
主
共
に
「
か
か
る
時
代
田
問

題
を
捉
司
る
巴
嘗
っ
て
個
性
的
な
生
き
生
き
司
と
し
た
人
柄
を
担
え
ね
ば
な

品
回
。
」
と
馬
場
民
は
序
に
遮
ベ
て
両
句
。
か
う

L
t
k
ニ
つ
の
甑
貼
か
あ
わ

捉
へ
方
白
矯
忙
、
比
香
田
探
っ
た
綾
越
樺
式
は
停
記
的
な
構
成
を
格
引
て

ゐ
る
.

即
ち
「
ミ
ル
の
仕
事
は
多
方
置
に
わ
た
る
&
共
に
そ
の
前
れ
に
も
草
門

家
主
し
て
十
分
調
用
す
る
業
績
を
あ
げ
て
ゐ
る
と
共
医
瞳
系
的
な
闘
珊
を

失
っ
て
ゐ
な
い
。
い
は
ほ
綜
骨
力
と
分
析
力

k
t
共
に
恵
ま
れ
て
ゐ
る
じ

か
か
る
性
格
の
形
成
同
闘
し
て
有
信
な
早
期
教
育
左
豊
か
な
情
感
を
考
察

ι、
一
個
。
ベ
ン
サ
ミ
ス
ト
か
ら
費
如
階
っ
た
精
神
の
危
掛
以
後
四
彼
自

生
樫
は
情
感
白
費
謹
の
匪
阜
で
あ
る
と
し
ス
ダ

1
9
ン
グ
、
カ
ー

-7
イ

ル
、
ョ
1
ル

9
叫
ヂ
、
ザ
ン
・

ν
を
ン
轄
の
思
想
の
概
哀
を
検
討
し
常
時

の
英
国
及
明
大
陸
自
情
勢
を
併
せ
考
察
し
づ
っ
「
烈
し
い
精
謹
白
蓮
纏
』
、

白
歴
史
を
の
ペ
て
馬
場
氏
が
ミ
ル
の
」
主
著
と
hm
な
す
論
理
事
檀
果
及
び
経

済
串
原
理
を
中
申
立
入
っ
て
翻
介
し
て
ゐ
る
固

L
b
L
て
停
記
的
在
位
漣

陀
あ
ワ
て
は
、
ミ
ル
白
白
俸
を
骨
幹
・
と
し
て
、
腫
史
的
な
情
勢
を
、
そ
田

禍
申
に
あ
ワ
た
ミ
ル
が
取
り
得
な
か
っ
た
鳥
附
的
な
立
場
か
ち
附
け
加
へ

て
b
る。

第
六
十
ニ
巻

「
朝
期
目
教
育
と
仕
事
」

一一一一

「
精
神
町
危
掛
」

静

観

「
政
治
評
曲
師
家
'
と
し
て
白
話



「
ジ
ョ
ン
・

8
・
ミ
ル
」

静
六
+
ニ
巻

第
一

l
二日韓

一

動
」
由
一
一
-
つ
の
章
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
粧
明
第
四
章
「
論
理
事
挫
系
」
に

移
ろ
う
.
先
づ
「
論
理
事
櫨
革
へ
の
道
」
と
し
て
ミ
ル
が
輸
理
単
の
研
究

に
心
血
を
世
い
だ
十
四
年
間
は
、
同
時
陪
急
謹
携
の
勢
力
結
集
目
た
め
に

政
治
評
論
に
最
も
活
躍
し
た
時
代
で
あ
り
、
マ
コ

:
ν
I
'
p
-
父
ミ
ル
円
政

措
阜
の
方
法
論
争
に
於
て
感
じ
た
担
問
が
、

r
E
1
ト
邸
町
商
警
曾
、
ヵ

1
ラ
イ
ル
の
批
判
、
ヒ
ュ
1
エ
ル
博
士
申
著
書
、
コ
ン
ト
・
と
由
交
渉
を
通

ヒ
で
次
第
に
解
決
さ
れ
た
い
き
さ
つ
を
ま
と
め
て
ゐ
る
。
尭
い
で
「
蹟
掴
料

、
と
騎
納
」
な
る
項
目
の
下
で
さ
、
ル
の
論
理
喧
の
基
礎
た
る
局
納
法
と
そ
り

五
つ
の
準
問
、
続
緯
法
的
設
割
並
刊
日
比
ジ
品
1
ム
ス
・
ミ
ル
と
マ
コ

l
ν

ー
の
方
法
官
謝
す
る
批
判
を
紹
介
し
、
主
い
で
「
融
骨
阜
の
方
法
」
「
枇

曾
形
態
論
」

E
E
B】
開

F
己
。
羽
田
一
一
項
目
に
わ
た
っ
て
論
理
皐
陸
軍

第
六
巻
「
精
神
科
皐
の
論
理
」
由
相
介
を
す
る
が
、
と
と
で
注
目
ナ
ベ
き

は
コ

γ
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
で
語
る
.
周
知
の
如
〈
ミ
ル
は
コ

ン
ト
の
静
雄
主
動
態
と
の
匝
別
を
採
用
し
、
又
ヨ
ン
ト
の
歴
史
的
方
法
を

謹
演
標
法
主
し
て
一
般
枇
曾
畢
の
方
法
ー
と
し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
、
一
世
曾

科
事
目
方
法
に
於
け
る
コ
ン
ト
の
影
響
口
著
し
い
が
、
コ

y
ト
の
如
〈
枇

曾
mu

「
謹
帯
性
」
か
ら
祉
官
を
有
掛
櫨
・
と
し
て
賃
値
化
す
る
と
と
目
指

そ
あ
く
ま
で
も
複
雑
な
関
係
の
複
合
世
主
見
る
の
で
あ
る
@
か
か
る
見

解
の
差
か
ら
し
て
ミ
ル
は
コ
ン
ト
に
其
憾
曲
演
解
法
の
誼
用
し
う
べ
き
舗

袖
叫
が
あ
る
と
ゼ
を
忘
れ
て
ゐ
る
と
、
不
満
の
意
を
表
明
す
る
a

し
恥
し
て

二
人
の
か
か
る
封
立
を
、
馬
場
氏
は
世
骨
形
態
簡
に
於
て
捉
へ
る
の
で
あ

"。。

即
ち
祉
曾
形
態
論
自
任
務
は
、
経
済
中
政
措
由
骨
理
的
原
則
同
尉
官
報
を

奥
へ
る
証
曾
白
基
本
保
件
の
分
析
に
あ
る
。
従
っ
て
濁
自
由
生
命
と
意
志

と
を
以
て
生
成
愛
展
ず
る
祉
曾
有
構
憧
を
構
成
す
る
コ
ン
ト
の
綜
骨
的
首

位
官
理
論
と
は
自

b
具
る
も
れ
か
で
あ
る
。
か
〈
て
コ
ン
ト
巴
あ
っ
て
仕
分

科
的
世
一
世
曾
科
摩
の
成
立
仕
抽
象
性
と
細
別
の
精
神
と
白
故
忙
非
賞
置
的

正
し
て
否
定
さ
れ
る
炉
、
ミ
ル
に
あ
っ
て
は
種
々
な
園
家
平
時
代
の
差
に

基
〈
類
型
の
遭
ひ
が
副
次
的
に
し
か
務
署
を
奥
へ
な
い
部
分
に
於
て
肱
、

暫
定
的
に
も
せ
よ
有
数
に
成
立
せ
し
め

b
れ
ろ
る

k
見

b
れ
る
白

T

b

る
川
か
か
る
時
民
一
位
骨
形
態
撃
が
一
方
医
於
け
る
枇
曾
白
個
別
制
皐
是
他

方
に
於
け
る
世
曾
現
象
白
匪
奥
位
地
理
性
を
媒
介
す
る
中
間
的
図
式
・
と
な

り
得
芯
乙
と
と
な
る
a

酔
〈
て
ミ
ル
の
祉
曾
形
態
皐
陪
コ
ン
ト
白
綜
骨
批

合
唱
L
C
異
り
、
個
別
的
な
世
曾
科
壌
を
排
除
せ
ず
、
む
し
ゐ
乙
れ
と
相
補

足
し
合
ふ
も
の
と
し
て
捉
へ

b
れ
る
と
と
・
と
な
る
.

ミ
ナ
と
ヨ
ン
ト
と
の
闘
揮
の
考
察
は
真
に
第
五
章
経
済
串
旗
印
〔
紹
欝

摩
の
性
格
に
つ
い
て
」
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
a

即
ち
三
十
年
代
自
「
臨
済

聞
宇
田
若
干
の
宋
決
問
題
に
つ
い
て
」
主
一
八
四
八
年
に
書
か
れ
た
担
済
事

も
雄
理
の
間
一
に
は
ジ
ョ
ン
・
ネ
ず
ィ
ル
・
ケ
イ
シ
ズ
宇
マ
ー
シ
ャ
ル
白
越
ベ

る
如
〈
「
思
潮
白
鶴
北
」
u
m
認

ιら
れ
る
。
郎
事
一
一

δ
年
代
の
方
法
舗
で

は
紹
湾
皐
は
「
人
類
の
富
田
生
産
に
劃
す
る
共
同
作
業
四
結
果
起
る
紅
曾

現
皐
に
つ
い
て
、
他
川
町
的
の
遁
求
に
よ
っ
で
修
E
き
れ
な
い
も
白

A
見

て
そ
由
法
則
を
探
銘
ず
る
科
皐
」
正
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
封
し
、
四
八

年
の
原
理
で
は
皐
に
理
論
そ
の
も
白
を
取
扱
L
白
で
は
な
〈

h
椎
骨
宥
皐



陀
闘
す
る
詩
干
の
適
用
」
を
も
併
せ
蹄
じ
「
抽
象
的
な
恩
排
の
一
部
門
と

考
へ
ら
れ
た
極
端
問
阜
の
う
ち
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
よ
り
も
透
か
に
闘
い
範
悶

に
亙
る
思
想
主
問
題
」
を
取
扱
ふ
と
止
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
だ
が
乙
の
蹄
守

化
を
温
犬
翻
す
る
と
と
は
、
ミ
ル
の
締
憐
準
設
の
民
意
を
見
朝
間
る
恐
れ
が

あ
る
と
、
馬
場
両
院
事
へ
る
a

そ
の
琵
由
は
、
第
一
目
、
三
一

0
年
代
田

方
法
論
世
田

0
年
代
田
論
理
事
民
そ
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
あ
る
と
と
、
第

二
に
、
論
理
盟
申
檀
系
の
袈
刊
町
翌
年
に
「
未
決
問
題
」
が
出
版
さ
れ
て
ゐ

る
と
正

c=ヲ
で
あ
る
。
か
〈
て
と
の
醐
型
化
部
割
前
な
る
も
d
で
あ
る
か

を
、
高
揚
民
は

2
Y
L
r
ξ

白
究
曹
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

コ
ン
ト
ば
特
時
一
枇
骨
噂
を
認
め
ず
、
一
位
曾
札
d
v

個
別
斜
皐
分
立
の
意
岡
市
町

基
底
は
形
而
上
串
的
精
神
で
あ
る
・
と
す
る

j
か
く
て
「
著
聞
に
し
て
公
正

な
る
哲
愚
者
・
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
は
そ
の
不
滅
の
著
書
戸
う
ち
で
別
に
新
し

い
専
門
の
軒
単
を
創
設
す
る
左
い
ラ
野
望
を
持
売
ず
、
た
M
R
分
業
・
一
貨
幣

町
基
本
的
職
前
・
融
行
の
一
般
的
槽
簡
轄
に
即
し
た
分
析
的
設
明
と
人
嗣

の
産
業
的
議
展
に
つ
い
て
白
f

主
要
な
る
解
明
ー
と
に
よ
っ
て
世
骨
哲
畠
ら
種

々
な
る
主
要
問
題
を
齢
関
す
る
己
と
の
み
を
ま
ー
と
し
た
。
」
し
か
る
に
λ

ミ
ス
以
後
の
栂
済
事
者
世
経
済
事
を
専
門
の
個
別
科
皐
ξ

L
て
樹
立

L

Z

う
と
し
て
、
か
へ
っ
て
中
世
田
丸
2

ラ
的
密
輸
た
ら
し
め
た
、
ー
と
い
う

白
が
コ
シ
千
四
極
済
事
批
判
で
あ
う
た
.
ミ
ル
は
郎
町
意
見
に
開
〈
ベ
き

い
も
の
あ
る
を
思
っ
た
が
、
旨
ン
ト
主
呉
り
比
の
僻
決
を
一
位
骨
形
態
論
に
求

め
た
。
だ
が
祉
骨
形
態
請
に
ゆ
き
つ
ま
7

た
彼
は
、
コ

y
ト
に
替
を
意

前
J

「ア

F
A
・
ス
ミ
ス
の
著
述
町
中
ろ
な
経
済
畢
に
闘
す
る
著
作
」
を
計

「
ジ
ョ
ン
・

s
・
ミ
ル
」

¥・

宜
し
て
ゐ
る
と
害
き
選
り
「
現
備
的
暫
定
的
在
役
割
を
志

ιな
け
れ
ば
経

済
皐
ぽ
危
険
な
も
の
で
は
な
〈
古
刀
、
大

V
K有
聞
な
も
申
で
あ
り
主
せ

う
。
」
と
0
2
y
ト
の
答
民
力
を
得
て
、
相
済
事
白
署
越
に
か
か
っ
た
。
し

か
し
々
畑

b
暫
定
的
強
備
附
な
る
言
葉
町
一
致
の
裏
面
に
、
ヨ
シ
ト
の
如

f
世
舎
を
有
機
陣
k
見
る
か
、
ミ
々
の
如
〈
告
成
値
と
見
る
か
、
に
由
帯

す
る
解
稗
の
相
蓮
が
見
ら
れ
る
。
コ

γ
ト
に
は
出
陣
科
皐
を
そ
の
謝
象
の
単

純
性
及
び
抽
象
性
を
標
地
中
に
し
て
政
事
・
天
丈
血
中
・
物
理
皐
-
化
畢
・
生

物
事
・
舵
曾
皐
と
い
ふ
順
序
に
排
拘
す
る
「
務
科
閥
単
の
燈
統
」
な
る
原
理

が
あ
り
、
己
子
。
は
抽
象
的
な
も
の
h
h
b
F乞
追
っ
て
貿
置
出
目
過
程
を

ふ
む
の
で
あ
る
回
現
在
に
於
て
目
生
物
皐
玄
で
が
貨
罷
佑
さ
れ
て
ゐ

A
J

枇
合
皐
仕
コ
ン
ト
の
世
曾
愚
に
よ
っ
て
賓
語
化
さ
る
べ
き
で
あ

p
、
形
而

上
層
的
世
骨
科
畢
の
最
終
叩
段
階
で
あ
る
経
済
事
目
、
恰
も
コ
シ
ト
の
偉

業
を
成
就
せ

L
b
る
惜
好
の
傑
件
で
あ
ヲ
佐
。
コ
ン
ト
白
調
ふ
暫
定
的
斑

備
的
と
は
か
か
る
意
時
で
あ
っ
た
。
ー
と
と
る
が
と
れ
忙
謝
L
て
E

ル
仕
経

済
皐
町
妥
雷
性
的
前
提
と
な
る
私
有
財
産
主
自
由
競
走
と
り
こ
つ
の
僚
件

出
時
々
寅
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
イ
ギ
3
ス
L
C

ア
メ

9
方
位
で
あ
る
。
し

か
も
サ
ン
ジ
モ
ン
汲
白
世
官
主
義
思
想
K
接
し
て
私
有
財
産
主
自
由
競
走

を
究
極
の
世
合
形
態
と
考
へ

b
れ
な
〈
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
現
存
簡
制
度
中

世
曾
組
織
を
ぽ
「
車
両
ぽ
る
暫
定
事
項
」
と
見
倣
す
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
e

従
っ
て
現
在
制
度
目
上
に
立
つ
樋
持
率
も
草
な
る
暫
定
事
項
之
且
る

わ
け
で
あ
る
。
骨
ア

ν
品

ν
1
庇
編
者
序
文
に
も
、
同
様
の
問
題
車
、
ミ

ル
の

D
カ
ー
ド
的
出
後
鮎

E
原
理
と
の
差
が
、
コ

E
ル
リ
ヂ
ヂ
ヨ
ン
ト
及

静
六
十
ニ
巻

第

披

/二二
Z 



「
ジ
ヨ
ベ
J

・

s
・
ミ
ル
」

明
テ
1
ラ
E
夫
人
の
影
響
を
め
「
っ
て
展
開
さ
れ
、
ヨ
シ
ト
円
彫
響
陀
闘

し
で
は
、
一
世
曾
形
態
論
に
行
き
つ
主
ワ
た
ミ
ル
が
世
曾
連
帯
帽
酬
と
申
つ
な

が
り
を
置
接
に
原
理
由
中
に
試
み
t
k

も
の
'
と
さ
れ
‘
骨
骨
他
の
貼
と
共
に
幾

分
錘
化
面
U
F

強
調
さ
れ
て
ゐ
る
の
ん
}
比
践
す
べ
き
で
あ
る
う
。

第
二
筒
「
生
産
・
と
分
配
↑
第
三
節
「
自
由
競
走
k
慣
習
」
同
夫
々
原
理

/
の
紹
介
T
あ
り
究
い
で
「
け
動
皐
と
静
血
中
」
位
於
て
は
、
上
越
回
生
庫
分
配

輸
出
静
串
た
る
に
民
し
、
原
理
の
動
車
的
部
分
即
ち
「
腔
舎
の
蓮
歩
部
生

産
及
び
分
間

K
E
ぼ
す
野
趣
」
を
撫
指
し
、
ミ
ル
の
動
事
は
9
m
l
ド
が

別
陀
動
串
&
い
ろ
概
念
を
凋
ひ
ず
し
て
展
開
し
た
「
且
宇
宙
k
同
巧
呉
闘
で
あ

る
と
し
、
地
代
・
賃
韻
・
利
潤
州
d
相
互
の
欄
係
か
ら
担
何
な
る
相
封
的
債

値
を
持
っ
か
が
問
題
・
と
さ
れ
号
所
目
い
は
ほ
「
函
段
概
念
」
的
世
車
扱
抗
日

早
あ
っ

τ世
、
種
々
な
る
基
本
的
保
件
の
相
謝
的
現
化
白
う
ち
か
ら
そ
由

相
互
関
係
を
明

b
品
に
し
よ
う
と
事
る
他
は
な
F
¥
#
か
る
意
時
陪
於
て

は
、
動
串
't
静
皐
左
目
匝
別
世
暗

r無
意
味
で
あ
る
k
越
ベ
、
尤
も
ミ
ル

は
か
か
る
函
数
概
念
論
の
境
地
を
蹄
し
て
綿
済
世
曾
の
歴
史
的
議
民
民
ヲ

い
て
も
何
轄
か
の
究
明
を
な
さ
ん
・
と
す
る
意
聞
が
全
く
な
か
ワ
た
欝
で
は

な
い
と
し
ザ
、
利
潤
由
最
低
限
同
闘
す
る
考
療
を
例
一
閉
じ
、
か
か
る
額
融

問
「
私
有
財
産
制
白
検
討
」
及
び
「
努
働
階
級
の
帰
車
」
に
於
て
一
層
明

/
 

ら
か
に
な
る
ζ

と
を
注
意
す
る
。
刷
用
五
節
「
自
由
主
義
と
祉
曾
主
義
」
に

あ
っ
て
は
、
経
済
準
原
理
中
田
財
産
制
度
申
考
揖
及
明
野
働
階
叡
目
指
棋

に
闘
す
る
制
介
が
あ
る
。

極
端
開
畢
聞
理
費
刊
以
後
忙
づ
い
て
ば
「
晩
年
山
ミ
ル
」
に
於
て
テ

1
ラ

R 

第
六
+
ニ
省

四

四

停
一

l
ニ
盟

1
宋
人
と
の
結
婚
、
資
印
度
合
祉
と
の
聞
係
・
自
由
前
・
功
利
主
義
・
代

議
院
髄
前
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
哲
皐
事
の
出
版
、
選
圏
中
出
馬
に
つ
い
て
均
単
に

論
ベ

b
れ
て
ゐ
る
。

以
土
出
向
害
白
あ
ち
ま

L
セ
あ
留
、
ゼ
ル
町
生
誕
及
び
思
想
忙
つ
い
て

忠
賀
な
輪
廓
で
は
あ
る
が
、
経
越
に
中
心
の
な
い
と
と
忙
主
る
散
慢
さ
が

見
ら
札
る
.
所
謂
『
問
題
血
的
立
場
」
及
。
「
個
性
」
か
ら
白
軍
扱
日
が

不
明
確
に
経
っ
て
品
る
.
而
L
iで
ミ
ル
D
死
後
今
日
ま
で
の
時
聞
が
プ
ラ

ン
ク
に
終
っ
て
ゐ
る
&
思
わ
れ
る
・
吏
に
世
問
題
史
的
立
場
か
包
由
ミ
ル

の
意
識
が
「
鱈
済
革
主
位
曾
皐
と
町
交
涜
k
い
う
思
想
史
上
白
問
題
を
中

心
主
し
て
」
謹
き
る
屯
田
で
あ
る
か

E
う
か
が
疑
同
調
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ぞ
れ
が
「
現
代
栂
済
皐
叢
寄
」
中
目
一
番
な
る
が
故
と
す
る
な
U
E

ば、
J

最
初
の
俸
間
的
な
部
分
世
帯
ど
無
意
味
'
と
な
る
で
あ
ろ
う

y
同
鵬
流
事

置
を
扱
ふ
陀
賞
つ
で
も
苅
時
代
を
暗

E
同
じ
〈
ず
る
マ
ル
キ
シ

1
・A

・
腫
2

奥
世

-
V
イ
ツ
園
家
惟
曾
主
義
帯
四
成
立
へ
町
間
野
田
撰
大
に
よ

p
、
理

蹄
成
立
の
地
盤
へ

k
探
究
を
議
b
て
惜
し
か
っ
た
と
思
P
F
B

ミ
ル
自
慢
系
的
世
抱
揖
は
困
難
と
い
わ
れ
る
が
、
伎
の
方
法
意
識
・
現

代
目
問
題
性
等
阻
止
る
把
握
は
不
可
能
で
な
い
左
思
ふ
.
先
づ
か
か
る
小

知
子
に
あ
っ
て
は
偉
閥
的
な
構
成
工
習
も
思
想
世
中
心
主
し
て
軍
り
上
げ

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
自
行
動
は
彼
自
思
想
白
表
現
で
あ
る
か
、

或
は
彼
白
嵐
想
阻
結
晶
さ
札
て
ゐ
る
か
で
あ
る
.
い
は
ほ
「
人
慢
の
樽
請

を
知
る
乙
之
位
猿
由
そ
れ
を
知
る
こ
と
の
健
で
あ
る
」
ー
と
い
う
酉
が
考
へ



戸

組

pv

b
れ
る
の
で
あ
る
。
ミ
ル
町
中
心
自
主
り
方
と
し
て
考
へ

b
れ
る
も
申
を

あ
げ
れ
ば
1骨
d
臥
宵
思
想
家
唱
と
し
て

2
、
十
八
・
十
九
枇
杷
の
思
想
の
キ
ィ
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

3
、
糎
済
且
早
拐
を
中
心
・
と
し
て

4
、
賓
館
哲
事
た
る
功
利
主
義
自
由
簡
を
申

b
に

5
、
経
験
哲
撃
を
中
心
と
し
て
置
翻
訳
と
の
封
比
に
於
て

等
で
あ
る

f

/

以
下
逐
次
曲
曙
町
翻
駄
を
筒
車
に
論
。
へ
、
最
後
に
第
王
都
町
観
貼
か

b

や
や
立
入
っ
て
ミ
ル
に
闘
す
る
意
見
を
白
ベ
ょ
う
・
さ
て
先
づ
彼
〕
町
教
育

重
加
は
聯
想
心
理
事
読
に
基
き
、
自
停
・
自
由
論
・
功
刺
主
義
・
婦
人
目

限
梶
・
在
官
主
義
論
暗
に
銅
著
で
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
は
躍
尻
公
明
氏

円
近
刊
「
教
育
思
組
家
と
し
て
回
ミ
ル
し
が
期
待
さ
れ
る
。

E
K
類
す
る

/
 

も
の
に
紅
栢
令
栄
次
郎
氏
が
祉
合
思
想
家
評
惇
倖
に
扱
っ
て
居

b
れ
る

が
、
グ
リ
l
y
h
の
構
法
し
と
し
‘
て
の
高
が
現
す
害
る
。
堕
民
民
が
ベ
シ

サ
ム
輸
コ
ー
ル
u
d
ッ
ヂ
簡
を
焦
結
と

ιて
扱
っ
て
居
b
れ
る
町
も
注
目
に

値
す
る
と
思
枯
れ
る
。
さ
て
功
利
主
義
と
自
由
簡
と
は
ミ
ル
の
生
涯
を
貫

い
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ベ
ン
サ
ム
流
ぬ
胡
利
主
議
町
矛
盾
盆
身
を
以
て
憧

験
し
、
そ
の
修
E
に
よ
り
晩
年
の
羽
利
融
に
重
り
、
単
な
る
自
由
放
任
に

あ
ら
古
る
最
大
幸
帽
の
裏
付
を
持
ロ
人
椅
主
義
的
自
由
荷
主
相
槙
ヲ
て
、

一
昨
官
主
議
・
代
議
政
値
闘
・
婦
人
の
服
従
樟
官
貫
い
た
原
則
で
あ
る
(
註
)
。

だ
が
私
が
ー
最
も
包
括
的
百
考
へ
る
白
は
桓
融
背
革
に
よ
る
も
り
で
あ

「
ジ
ョ
シ
・

s
・
ミ
ル
」

、

る
。
彼
自
「
些
甫
〆
性
」
に
は
方
法
意
識
の
一
買
が
見

b
れ
、
世
曾
科
畢
叩

4

方
法
簡
も
功
利
士
事
時
も
又
そ
の
上
陀
採
ら
れ
る
の
で
あ
え
馬
場
氏
は
と

れ
を
評
し
て
「
超
越
的
た
ま
障
の
立
相
掛
か
ち
出
議
し
て
部
分
を
位
置
づ
け

る
の
で
は
な
〈
、
内
在
的
に
部
分
の
集
積
に
ぷ
つ
℃
圭
悼
の
警
を
捉
へ
ょ

う
と
努
め
た
、
」
色
言
っ
て
居

b
れ
る
部
、
正
に
比
白
内
在
閣
に
部
分
の
集

積
に
よ
っ
て
全
世
白
委
を
捉
へ
ょ
う
・
と
す
る
態
度
の
一
貫
の
内
に
、
方
法
l

g識
四
一
貫
性
を
抱
b
、
そ
ζ
ピ
中
川
M

を
置
く
べ
き
で
あ
っ
た
正
思
宇
の

ー
あ
る
。
馬
場
氏
の
越
ベ
て
屠
b
れ
る
懐
疑
問
態
度
も
叉
比
四
方
法
意
識

の
貫
践
で
あ
っ
て
、
こ
の
l

こ
k
は
人
聞
の
判
断
の
栢
劃
無
温
棋
を
期
し
得

な
い
こ
と
年
p
b
u

設
き
起
し
て
、
世
曾
描
歩
の
翻
貼
九
日
い
b
昔
前
思
想
の
自
由

を
設
〈
自
由
諭
中
著
名
目
一
簡
に
う
か
が
は
れ
る

E
思
ム
の
で
あ
る
ゐ
軍

に
自
分
は
か
〈
信
ず
る

k
い
う
と
と
を
以
て
最
後
の
理
由
主
す
る
と
と
な
寸

〈
、
ー
あ
〈
宮
で
客
観
的
な
標
準
を
求
め
る
謙
虚
な
態
度
唱
と
し
て
捉
べ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
恐

b
〈
肱
の
額
融
な
き
錦
、
ミ
ル
位
車
忙
抱
擁
性
の
あ
る

思
想
家
と
し
て
コ

y
ト
、
ヨ
ー
ル
リ
'
ッ
ヂ
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
撃
を
構
取

し
た
宙
に
於
で
捉
へ
ら
れ
、
反
面
彼
が
如
何
に
念
選
祇
是

L
て
「
停
滞
の

遺
徳
」
と
職
ひ
祉
曹
の
矛
盾
解
明
に
努
め
た
か
を
止
々
k
捉
へ
得
な
か
ワ

た
の
で
あ
る
。
(
例
え
ぽ
「
ヒ
ュ

1
エ
ル
博
士
の
道
徳
哲
暴
論
」
「
婦
入

の
服
従
L

参
照
。
又
皐
に
地
代
品
有
訟
を
稗
へ
た
り
も
暑
な

b
f借
地
改
良

協
曾
を
組
織
し
て
自

b
曾
碩
K

L
て
瓦
針
運
動
を
行
ヲ
て
ゐ
る
。
)

ミ
ル
の
諭
理
事
の
基
礎
は
、
聯
想
心
理
単
に
基
づ
〈
皆
様
を
要
求
ず
る

J

蹄
柏
町
論
理
で
あ
り
、
そ
申
根
本
的
命
題
は
普
遍
的
因
呆
白
法
則
即
ち

第

六

十

二

各

一

二

五

第

一

l
ニ
観

且

ず酬



ジ
ヨ

y

・

s
・
ミ
ル

「
す
べ
て
の
生
起
す
る
現
象
は
そ
札
に
先
有
す
る
現
象
を
有
す
る
。
」
'
と
由

命
題
で
あ

p
、
ミ
ル
へ
の
反
抗
判
は
結
局
曲
鹿
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
，
「
位
曾
科
聞
字
方
法
論
も
赤
λ
事
現
象
も
品

f
先
行
現
象
を
有
し
、
畦
曾

事
象
も
結
局
之
帯
現
象
同
町
関
係
の
複
合
で
あ
る
主
的
観
念
に
基
づ
い
て

居
り
そ
町
問
に
根
本
的
な
差
異
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
.

河
合
柴
究
郎
民
は
ミ
ル
b
L

許

L
C言
は
が
る
。
ミ
ル
は
自
然
主
義
を
採

る
に
営
り
哲
阜
の
正
否
を
祉
曾
改
草
に
役
立
つ
か
否
か
に
標
準
を
置
い
た

酌
で
あ
り
・
比
の
職
員
理
由
基
埠

ι費
践
に
求
拍
た
描
に
於
て
Y

ル
グ
司
A

K
語
調

T
あ
る
と
(
枇
昇
思
想
家
評
俸
一
一
四
頁
)
。
成
程
幅
験
主
識
を
ミ

ル
が
「
強
調
]
す
る
四
時
「
心
の
件
に
あ
る
昆
理
が
翻
察
や
樫
臨
と
は
調

立
に
意
識
に
よ
っ
て
如
り
得
b
れ
る
左
官
ふ
考
へ
は
現
代
に
於
て
偶
り
回

数
盟
申
惑
し
き
制
度
目
大
な
る
知
的
援
護
な

n
k
信
ず
る
」
故
で
あ
る

が
、
翻
察
宇
極
験
に
基
づ
か
な
い
犠
舗
は
虞
備
を
前
ヒ
得
な
い
形
而
上
革

的
現
論
で
あ

p
、
あ
ら
ゆ
る
諮
問
匹
、
そ
れ
に
従
ふ
と
と
に
よ
り
そ
田
信

念
は
事
寅
に
適
合
し
得
石
宇
ろ
な
開
〈

E
g
R
E求
め
る
町
が
根
本
，
と
な

っ

τ
ゐ
る
と
思
は
れ
る
(
蘭
理
且
中
世
系
一
一
一
巻
二
一
章
)

河
合
氏
は
更
に
感
闘
世
論
的
認
識
調
で
は
一
般
的
概
念
は
あ
り
得
ず
、
科

且
中
忙
は
品
然
性
が
あ
り
得
ず
蓋
然
性
が
あ
る
の
h
F

主
忌
れ
、
又
道
徳
的
哲

皐
に
於
で
自
己
町
人
措
の
生
長
を
認
め
た
と
ル
て
も
爪
官
官
で
あ
る
に
拘
ら

ず
、
依
然
と
し
て
功
利
主
義
忙
執
荒
し
て
ゐ
る

K
L
て
、
自
然
主
義
陪
ミ

ル
に
依
っ
て
弔
鐘
を
畝
か
れ
た
唱
と
さ
れ
る
(
問
書
一
三
五

l
七
頁
}
鼎
し

な
が

b
寵
然
性
に
も
賓
枇
酷
か
ら
明
日
太
陽
が
登
る
ζ

左
官
で
箱
k

の
障
措

nv 

見

第
六
十
二
審

第

競

一
片
一
大

が
あ
旬
、
蓋
然
性
若
〈
は
証
一
似
性
も
科
皐
と
言
う
名
稗
は
と

K
か
〈
人
間

探
究
四
重
喪
な
課
題
パ
均
か
ろ
う
か
。
更
に
ミ
ル
由
、
場
合
に
は
蓋
然
怯
は

そ
り
依
存
す
る
保
件
を
辿
る
乙
と
巴
ょ
っ
孟
官
温
的
悶
呆
円
減
則
に
迄
展

開
さ
れ
て
ゐ
る

O
T
は
な
か
ろ
う
か
。
情
良
心
と
か
人
格
と
か
を
認
出
る

か
杏
か
位
、
功
利
主
義
(
河
合
民
に
よ
れ
ば
自
然
主
義
の
道
徳
)
の
破
続

で
片
な
〈
、
如
何
な
る
時
限
良
品
に
従
っ
た
と
言
へ
る
か
を
外
的
な
標
準

に
求
晶
、
そ
れ
に
よ
ヲ
マ
議
論
そ
可
能
市

b
L
め
る
の
が
根
本
で
あ
る
.

そ
由
故
陀
ミ
ル
は
、
ベ
シ
品
す
ム
四
一
面
を
修
正
し
つ
ワ
も
、
週
首
な
修
正

E
行
ふ
限
り
根
本
に
於
て
は
ベ
シ
サ

B
?と
同
意
見
で
あ
る
と
温
べ
た
の
で

あ
る
(
「
4
y
サ
よ
蹄
」
)
遺
徳
目
問
題
に
外
的
な
標
準
を
求
め
、
そ
の
標

議

と

L
て
行
盛
田
結
果
が
及
ぶ
人
々
の
幸
帽
を
持
ち
出
す
の
が
、
坊
利
主

義
町
主
な
主
張
で
あ
る
。

最
後
に
枇
官
主
義
に
¥
一

4

づ
を
加
へ
ょ
う
。
ミ
ル
位
「
婦
人
の
服
従
」

に
於
亡
一
昨
曾
聞
係
は
力
の
支
配
か
ら
正
義
円
支
聞
に
移
づ
た
と
越
ベ
て
ゐ

る
が
、
そ
の

E
義
の
支
聞
と
位
八
町
田
問
題
K
闘
し
て
は
、
人
類
の
智
的
選

知
的
水
申
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
私
有
財
産
と
自
由
競
走
に
基
づ
〈

も
?
と
寺
内
t
k
e

而
し
て
私
有
財
産
制
度
白
根
本
民
生
産
物
に
封
ず
る
生

産
に
貢
献
せ
る
者
の
槽
利
を
見
、
そ
の
観
貼
よ
り
し
て
現
存
祉
曾
形
態
が

唯
『
の
私
有
財
産
形
態
に
非

f
と
し
て
、
現
存
融
合
円
融
陥
ル
」
見
徹
さ
れ

る
貧
困
k
壁
搭
を
是
正
す
る
も
由
と
し
て
、
出
生
町
偶
鼎
に
よ
る
財
産
取

得
を
排
し
一
位
骨
の
盤
歩
に
基
づ
〈
地
代
町
地
主
に
蹄
す
る
を
雄
子
る
の
で

あ
る

-
Tし
て
現
存
財
産
制
度
の
撃
に
る
る
き

1
5最
高

田

/
 

プミ



「
生
産
向
の
買
跡
托
慮
ず
る
分
配
」
の
観
貼
か
ら
現
存
制
民
白
火
陥
を
修

正
し
、
か
-
惜
し
て
管
立
た
理
想
的
私
有
財
官
祇
曹
と
、
共
産
一
世
官
・

2

最
大
幸
踊
と
自
由
の
見
地
か

b
比
較
検
討
ナ
る
の
で
あ
る
。
(
ミ
ー
阿
佐
世

脅
主
義
祇
倉
左
目
薫
呉
を
要
産
主
義
世
骨
と
の
差
異
を
を
私
利
を
以
ナ
一
野

働
を
岡
ま
す
方
法
を
残
存
す
る
や
否
中
j
k
置
い
た
。
)

ζ

与
に
於
て
「
生
産
円
の
貢
献
」
町
宮
障
が
疑
同
調
さ
れ
、
就
中
利
-
潤

の
蹄
趨
が
問
題
左
な
，
、
主
ミ
ル
炉
代
議
故
障
時
間
に
於
て
車
扱
P
F

政
拍
制

度
が
如
何
な
る
範
囲
ま
で
選
捧
の
問
題
で
あ
る
か
に
ワ
い
て
の
意
見
出
検

討
さ
る
ベ
き
で
岳

b
ラ
。
し
か
し
な
が
ち
最
大
多
数
回
最
大
事
摘
の
見
地

か
ら
り
問
題
の
車
り
あ
げ
方
位
、
'
個
人
の
憩
底
的
決
定
の
領
域
同
於
て
捨

て
離
い
も
D
が
あ
る
主
思
は
れ
る
。

以
上
方
法
意
識
を
申

b
'と
し
て
若
干
の
私
品
を
遁
ベ
た
が
、
「
論
理
事

盟
系
一
」
・
と
「
自
由
諭
」
・
と
は
最
も
ま
〈
残
る
で
あ
ち
ろ
止
は
ミ
ル
が
自
ら

越
ベ
る
所
で
あ
る
。
私
は
ζ

れ
に
「
却
制
主
義
」
を
も
附
け
加
A

た
い
。

彼
の
結
論
の
国
間
車
的
世
曾
的
な
制
拘
は
も
と
土
り
超
え
ら
る
べ
き
で
は
あ
ー

る
匹
、
伎
の
方
法
に
は
超
越
的
に
非
ず
し
で
内
在
的
に
超
え
ら
る
べ
き
面

が
あ
る

ι恩
ふ
，
凡
そ
思
想
的
生
命
は
、
そ
の
入
生
中
認
識
に
劃
す
る
態

度
が
超
越
的
に
は
超
叉

b
れ
な
い
併
に
あ
る
の
で
は
な
か

b
う
か
。
そ
の

故
に
キ
P
ス
ト
教
は
=
千
年
目
生
A
W
を
保
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
涯
世
哲
皐
D

父
v
p

」
呼
ぽ
作
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

一
三
二
頁
の
註
|
|
即
ち
「
舵
曾
主
義
論
」
に
於
て
は
祉
官
殴
遁
の
目

ジ
ョ
ン
・

s
h
ミ
ル

、

的
位
「
i
A
顕
在
教
義
L
て
、
個
人
的
の
最
大
の
自
由
A
、
現
存
白
財
産

制
度
中
意
四
回
せ
ぎ
る
捗
働
の
成
果
の
公
平
分
障
と
を
兼
備
せ
る
祉
曾

部
に
癌
嘗
な

b
し
む
る
正
面

P
J
K
し
「
婦
人
目
服
従
」
に
於
亡
ば

婦
人
出
男
性
同
意
志
へ
の
従
属
丹
生
活
か

b
合
理
的
自
由
の
生
活
に
移

る
こ
と
に
主
る
偶
人
的
事
掘
を
の
べ
る
と
諸
に
世
曾
的
利
益
・
と
し
て
人

簡
の
思
考
費
践
力
の
靖
大
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
代
融
政
世
論
」
に

於
て
は
良
金
政
府
形
曹
の
判
断
の
基
準
と
し
て

ー
如
何
に
世
曾
の
一
般
的
精
神
的
進
歩
を
促
謹
す
る
か

{
l
l自
由
回

額
貼
へ
)

Z
如
何
に
完
全
に
既
存
の
道
徳
的
・
知
的
・
行
動
的
な
長
所
を
轍
組
し

て
告
の
事
項
陀
闘
し
て
最
大
町
数
果
を
費
揮
し
う
る
ご
と
〈
す
る
/

か
(
|
|
訪
利
の
見
地
)

町
二
貼
を
師
事
げ
て
繭
ず
る
の
で
あ
る
。

' 
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